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「サステイナビリティ推進機構」設置の背景

• 北海道⼤学は昨年10⽉に宝⾦総⻑が就任し、新執⾏部が発⾜して以来10ヶ⽉間、新たな決意の
もとに、「世界の課題解決に貢献する北海道⼤学」を⽬指して歩みを進めてまいりました。

• 今⽇、⼤学には、教育と研究を通じて科学技術イノベーションを創出し、学内外の様々なステークホル
ダーとの対話と信頼関係の構築（エンゲージメント）を通じて、地域や世界の課題解決に貢献するこ
とが求められています。

• この「地域や世界の課題」は、例えば、脱炭素社会の実現、少⼦⾼齢化、⼈⼝減少、産業衰退など
地域問題の解決であり、包括的には、2015年に国連総会で採択された国際⽬標「持続可能な開
発⽬標（SDGs）」としてまとめられています。

• 新執⾏部では、この間の様々な検討を通じて、本学の設置の経緯や発展の歴史をふまえ、本学は
SDGsの達成に⼗分貢献できる「⽐類なき」研究主導型の基幹総合⼤学であると認識し、SDGsの
達成を本学のビジョンの中核として据えることとしました。

• この度、8⽉1⽇付で、その実現のために、総⻑をトップとする「サステイナビリティ推進機構」を新たに設
置する運びとなりました。
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2SDGs達成における⼤学に対する社会的要請

【⼤学に対する社会的要請】
本学の主要なステークホルダーがそれぞれの⽴場でSDGsへの対応を必要としており、その受け⽫や連携相⼿として⼤学の貢献が求め

られている。
〇受験⽣︓2022年度から「持続可能な社会の創り⼿の育成」が⽬標として明記される新学習指導要領が⾼校で実施される。
〇企 業︓ESG投資の⽐率の⾼まりや、企業の⽣存戦略などの観点から、SDGsを強く意識した企業経営が求められている。
〇⾃治体︓⾃治体が直⾯する少⼦⾼齢化や⼈⼝減少、地⽅経済の低迷などの課題解決に効果的な⽅策を求めている。

(A) SDGs (2016-2030)
2015年9⽉の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」に記載された2016年から2030年までの国際⽬標。17のゴール・169の
ターゲットで構成され、地球上の誰⼀⼈として取り残さないことを⽬指す。
(B) 経済、社会、環境の調和
持続可能な開発を達成するためには、経済成⻑、社会的包摂、環境保護とい
う3つの主要素を調和させることが必須。
(C) 持続可能な社会の創り⼿の育成

発展途上国だけでなく、先進国⾃⾝にも必要。政府・⾃治体・産業界・教育
研究機関等が積極的に取り組んでおり、それぞれのセクターで⼈材が必要。



はじめに 〜北海道⼤学の活動のあゆみ
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UN
unicef

・2010; サステイナブルキャンパス推進本部
・2010; 環境健康科学研究教育センター

・2011; GiFT: Global Issues Forum for Tomorrow
・ 2012; 世界展開⼒強化事業 PAREプログラム

・2013; 新渡⼾カレッジ 設⽴
・2014; 近未来戦略150策定 世界展開⼒強化事業 RJE3プログラム

・2015; 北極域研究センター設置
・2016; 北海道サマー・インスティテュート

・2017; HULT PRIZE＠北海道⼤, 世界展開⼒強化事業 STSIプログラム
・2018;サステイナブルキャンパスマネジメント本部(改組)

・2019; SDGs ワーキンググループ設置
・2020; THE世界⼤学インパクトランキング(国内1位)
・2021; THE世界⼤学インパクトランキング(国内同列1位)

・2021.8.1サステイナビリティ推進機構設置

・1996; キャンパスマスタープラン策定(1996, 2006, 2018)
・2005; 北⼤「持続可能な開発」国際戦略本部設置 ⼈獣共通感染症RC設置

・2007; 第１回サステナビリティ・ウィーク
・2008; G8⼤学サミット札幌サステイナビリティ宣⾔

近未来戦略150
次世代に持続可能な社
会を残すため、様々な
課題を解決する世界
トップレベルの教育研
究推進の中⻑期戦略
(北⼤創基150年となる
2026年に向けた決意)

北⼤附属図書館
「国連寄託図書館」

1962年認定

2031〜SDGs, 2016‐2030

1876 北海道⼤学創設……… 2004‐第１期 2010‐第2期 2016‐第3期 2022‐第4期 2028‐第5期

ESD, 2001‐2015

MDGs, 2001‐2015

1996-第１期 2001-第2期 2006-第3期 2011-第4期 2016-第5期

中央教育審議会

科学技術
基本計画

Society5.0, SDGsへの政府・⾃治体・
産業界・地域の取り組み
2018︔STI for SDGs
2018︔Society5.0 for SDGs ⽂科省

⾼校 新学習指導要領 ’18改訂, ’20移⾏期間, ’22実施
2040年に向けた⾼等教育のグランドデザイン（答申）

国⽴⼤学改⾰⽅針’19.6.18

★SDG-UP設⽴ 2020

国
連

北
海
道
⼤
学

⽇
本
政
府

国⽴⼤学
法⼈中期
⽬標期間

 1996年、国内の⼤学では初めて
キャンパスマスタープランを策定、20
年以上に渡り活動中

 2005年、「持続可能な開発」国際
戦略本部を設置し、サステナビリティ・
ウィークなどの事業を10年間展開

 2008年、G8北海道洞爺湖サ
ミットにあわせて本学が副議⻑⼤
学として札幌で開催した世界初の
G８⼤学サミットで「札幌サステイ
ナビリティ宣⾔」を採択

 2014年、「近未来戦略150」策定

 2015年、国連でSDGsが採択

 2020年、THE世界⼤学インパクト
ランキング国内1位（総合ランキング
76位、世界トップ10％）

 2021年、THE世界⼤学インパクト
ランキング国内同列1位（総合ラン
キング200位以内。東北、筑波、東
京、京都、岡⼭、広島の各⼤学と同
列）

※右図⾚字と対応

北海道⼤学の活動のあゆみ ー 「持続可能な開発」 から 「SDGs」 へ

Hokkaido University
Sustainability Weeks

2021-第6期

国⽴⼤学第４期⼤綱’21.3

科学技術・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
基本計画
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専⾨委員会
（専⾨的事項の検討・企画・⽴案）

サステイナビリティ推進機構設置構想（2021.8.1新設予定）
ーグリーン・スマート・サステイナブルキャンパスの実現を⽬指してー

総⻑をトップとした「サステイナビリティ推進機構」を設置。この中に、SDGs関連事業に特化し、強⼒に推進する組織となる「SDGs事業推進本部」を新たに設置。
これと既存の「サステイナブルキャンパスマネジメント本部」の２つのサステイナビリティに関連する本部を両輪とする学内のサステイナビリティ推進体制を構築。

サステイナビリティ推進機構（2021.8.1新設）
（機構⻑ 総⻑）

サステイナビリティ推進機構運営委員会

サステイナブルキャンパス
マネジメント本部

(本部⻑＝ 菅原理事)

委員会（WG）の企画事業を実施

特任准教授
特任助教

SDGs事業推進本部
(2021.8.1新設)

(本部⻑＝ 横⽥理事)

委員会（WG）の企画事業を実施

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ(教授)
特定専⾨職員

各WG（特定分野の作業部会） 各WG（特定分野の作業部会）

専⾨委員会
（専⾨的事項の検討・企画・⽴案）

12学部、21⼤学院、
25研究所・センター等

（教職員・学⽣）
学内連携による

SDGsの事業推進
・SDGs関連活動情報の収集・発信
・フォーラム、シンポジウムの開催
・SDGs関連教育
・キャンパスのゼロカーボン化等

SDGs取り組み主体
国連
⽇本政府
⾃治体
産業界
教育研究機関

多様な
ステークホルダー
学⽣
教職員
同窓⽣
市⺠
⼩中⾼⽣“エンゲージメント”

・国際連携
・⼤学連携
・地域連携

・産学連携
・⾼⼤連携
・市⺠参加
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⽬標︓
本学設置の経緯やその発展の歴史を踏まえつつ、美しいキャンパスや広⼤な研究林など、本学が保有する物的・知的資産を活⽤し、また、地⽅⾃治体や国内外

の⼤学等と連携を図りながら、持続可能な社会の構築に資する教育、研究、社会連携などを推進することにより、⽐類なき⼤学として、SDGsの達成に貢献する。

計画︓
SDGsに関わる教育、研究、外部連携、評価、広報など、様々な関連事業を⼀元的に集約しつつ、取組を推進することにより、SDGsの達成に貢献する

社会変⾰の原動⼒を創出する。

（キャンパスのゼロカーボン化）
持続可能な未来社会を⾒据えつつ、⼤学や地域とのパートナーシップの充実によるゼロカーボン化実現への取り組みを通じて、カーボン・ニュートラル達成に
貢献するグリーン・スマート・サステイナブルキャンパスの構築・研究を推進する。

（持続的社会の創り⼿の育成）
学⽣・教職員のSDGsに関する意識や理解の向上を図るために、SDGsの基礎を体系的に学修し、その展開⼒を⾝に付けるための新たなカリキュラムを

開発することにより、世界や地域の課題解決に資する、持続可能な社会の創り⼿を育成する。

（SDGs関連事業の情報集約と発信）
SDGs関連事業の情報集約と発信⼒の向上を図るとともに、関連事業の取り組みを通じて、本学の 様々なステークホルダーとのエンゲージメント⼒を強

化することにより、社会における本学のプレゼンスやブランド⼒を⾼め、教育研究成果が社会に与えるインパクトの強化に貢献する。

本学の当⾯の⽬標・計画
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問合せ先
北海道⼤学SDGs事業推進本部
TEL: 011-706-4605
E-mail: sdg@facility.hokudai.ac.jp

サステイナビリティ推進機構キックオフシンポジウム
⽇時︓９⽉下旬 14:00-15:30（予定）
場所︓ウェブ
主催︓北海道⼤学サステイナビリティ推進機構
（その他詳細は検討中です）

今後の予定、問い合わせ先
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⽇本有数のキャン
パス⾯積を誇り、豊
かな緑地が広がる

北海道⼤学⽔産
学部附属練習船
「おしょろ丸」

AIや5Gを⽤
いたロボットの
改良を進める

総⾯積7万ha(国⼟の
0.2%)、道北を中⼼
に7か所ある研究林
(写真は⾬⻯研究林)

本学の設置の経緯や発展の歴史を踏まえ、美しいキャンパスや広⼤な研究林
など、本学の物的・知的資産を有効活⽤し、SDGsの達成に貢献


